
川越市マスコットキャラクター ときも

定例会の経過（2・3月）
〈2月〉
22日　 議案29件上程　許可1件

選任1件　選挙1件
24日　 議案質疑
25日　 議案質疑
28日　 議案質疑

〈3月〉
1日　 議会運営委員会

2日　 一般質問
3日　 一般質問
4日　 一般質問
7日　 一般質問
8日　 4常任委員会
9日　 厚生常任委員会
16日　 決議1件採決　議案29件採決　　

追加議案3件・議員提出議案3件採決

目　　次

市長提出議案   ⑵
一般質問   ⑶～⑺
おしらせ（議会録画放送）   ⑺
市議会からのお願い   ⑺
議会情報   ⑺
　委員の構成   ⑺
　選挙   ⑺
　条例等の改正   ⑻
議場コンサート   ⑻

平成23年

第1回定例会

「東北地方太平洋沖地震に関する決議」を
全会一致で可決しました。

「東北地方太平洋沖地震に関する決議」
（決議原本の抜粋）

　去る３月11日午後に発生した平成23年東北地方太平洋沖地震に

よりお亡くなりになられた方々のご冥福をお祈り申し上げますと

ともに、ご遺族や被災された皆様に心からお見舞い申し上げます。

　川越市議会としては、市の支援策に全面的に協力し、必要に応じ

て、被災地でのライフライン、インフラ等の復興作業に対し、市職

員の派遣を市長に要請するとともに、市民の生命・財産・安全を守

るため、地震への万全の体制をとることを強く求めるなど、最大限

の支援を行うことをここにあらためて決意する。

平成23年３月16日　　　　　　　　　　　　川 越 市 議 会
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市長提出議案　議決結果 市
長
提
出
議
案

市
長
提
出
議
案

市
長
提
出
議
案

市
長
提
出
議
案

平成23年第1回　定例会　　　　　　　　　　　
議　　案　　名

議決結果

川越市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁
償に関する条例の一部を改正する条例

原案可決

川越市特別職の秘書の職の指定及び給与等に関する条
例

原案可決

川越市市長及び副市長の給料の特例に関する条例の一
部を改正する条例　　　　　　　　　　　主な内容①

原案可決

川越市廃棄物の処理及び再生利用に関する条例等の一
部を改正する条例

原案可決

川越市開発許可等の基準に関する条例の一部を改正す
る条例

原案可決

包括外部監査契約 原案可決

川越市道路線の認定　など５件 原案可決

平成22年度川越市一般会計補正予算（第４号）
など８件

原案可決

平成23年度川越市一般会計予算　など10件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主な内容②

原案可決

＜追加議案＞

川越市国民健康保険条例の一部を改正する条例 原案可決

副市長の選任につき同意を求める＜宍戸信敏氏＞
（石川稔前副市長は平成23年3月31日付けで退職）

同　　意

固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求め
る＜山田範男氏＞

同　　意

主な内容①
給料の月額の100分の10を減額します。
　　　　　　　　　　　	減額前		▶▶▶		減額後
常勤の監査委員 563,000円 506,700円
上下水道事業管理者 540,000円 486,000円
市長の秘書 450,000円 405,000円
教育長 801,000円 720,900円

（平成23年4月1日施行）

主な内容②

新年度予算で各種事業が進んでいきます。
平成23年度 一般会計予算　996億円

特別会計予算　741億4,883万１千円▶ ◀

新 規 事 業新 規 事 業

自治基本条例の制定
一般会計予算額　6,536千円

　市民と市の協働や住民自治を拡充し、
本市にふさわしいまちづくりを進める
ため、外部の有識者や市民等による検討
組織での検討のほか、多様な市民参加を
いただきながら、自治基本条例の制定に
向けた検討を行います。

主 要 事 業

仮称大東市民センター整備

一般会計予算額　129,722千円

　仮称大東市民センターの整備を推進
するため、建設に向けた実施設計、用地
取得及び造成工事等を行います。

主 要 事 業

地域振興ふれあい拠点施設整備

一般会計予算額　349,614千円
　地域産業の振興や活性化、地域住民の
活動・交流の促進及びにぎわいの創出を
図るため、埼玉県との共同事業により、
地域振興ふれあい拠点施設を整備しま
す。

主 要 事 業

斎場整備推進
一般会計予算額　6,344千円

　新斎場建設基本構想及び基本計画を
策定するとともに、建設用地の取得に向
けた地元合意形成を図ります。
　併せて建設用地に係る測量等を行い
ます。

新 規 事 業新 規 事 業

市長から報告市長から報告

児童虐待防止対策緊急強化事業

一般会計予算額　8,970千円

〇財団法人川越市青少年健全
　育成協会の解散について

〇第３次川越市総合計画後期基本計画
　の概要について

〇西部地域振興ふれあい拠点施設（仮称）
　整備事業の状況について

〇市が出資している川越総合卸売市場
　株式会社の新経営方針及び簿外未収入金に係る過料責任追及について

〇新斎場建設予定地の選定について
〇東北地方太平洋沖地震に伴う
　対応について

（児童虐待防止ＳＯＳセンター設置等）

　専門相談員を配置した児童虐待防止
ＳＯＳセンターを設置するとともに、児
童の安全確認のための体制強化、虐待防
止のための広報啓発、人材育成、環境改
善などの取組をします。　　　

新 規 事 業新 規 事 業新 規 事 業新 規 事 業

子どもはみん
なの宝物！

子どもはみん
なの宝物！

定例会では32件の議案を審議しました。
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今
後
は
、
出
退
勤
管
理
シ

ス
テ
ム
で
集
積
し
た
勤
務
デ

ー
タ
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、

人
事
や
給
与
シ
ス
テ
ム
と
の

連
携
を
図
り
、
一
体
的
に
活

用
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

併
せ
て
、
職
員
の
適
正
な
労

務
管
理
に
も
活
用
し
た
い
と

考
え
て
お
り
、
結
果
と
し
て

時
間
外
勤
務
削
減
に
も
効
果

が
得
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

質問
川
越
ま
つ
り
囃
子

質問
行
財
政
改
革

問
年
間
二
十
八
万
時
間
、
七

億
円
以
上
の
残
業
代
の
削
減

策
と
し
て
、
今
年
度
導
入
し

た
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
の
デ

ー
タ
を
活
用
し
、
時
間
外
勤

務
の
適
正
化
を
図
る
べ
き
。

答
総
務
部
長　

昨
年
出
退
勤

管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た

が
、
現
在
、
様
々
な
デ
ー
タ

の
活
用
が
図
れ
る
よ
う
シ
ス

テ
ム
デ
ー
タ
を
検
証
し
て
い

る
た
め
、
デ
ー
タ
の
効
果
的

な
活
用
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

Ｐ
川
越
21	

石　

川　

智　

明

残
業
適
正
化
で
人
件
費
削
減
を

1

【
会
議
録
の
閲
覧
に
つ
い
て
】

　

平
成
二
十
二
年
十
二
月
定

例
会
の
会
議
録
は
、
図
書
館
、

出
張
所
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

今
定
例
会
の
会
議
録
に
つ

い
て
は
、
図
書
館
等
で
は
、

五
月
下
旬
頃
か
ら
、
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
は
、
七

月
上
旬
頃
か
ら
閲
覧
で
き
ま

す
。

○	

会
議
録
を
ご
覧
い
た
だ
け

る
所

◦
市
役
所
六
階

　
　
　
　

議
会
事
務
局

◦
市
役
所
東
庁
舎
一
階

　
　
　
　

情
報
公
開
窓
口

◦
市
立
図
書
館
（
四
館
）

◦
出
張
所
（
十
箇
所
）

　今定例会では、25名の議員が一般質問を行いました。
発言した全議員の質問及び答弁の一部要約を掲載（氏名
下の数字は発言順番）しました。問と答の後には、各議
員が今定例会で質問した表題（質問）を掲載しています。
質問した表題は、紙面の都合上、通告事項を要約したも
のとなっています。一般質問の詳細や、過去の質問は、
会議録でご覧いただけます。

※
印
の
答
弁
者
は
表
示
者

以
外
の
関
係
部
長
等
の
答

弁
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

要
が
あ
る
。
今
後
は
、
地
元

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
検
討

し
た
い
。
現
在
、
土
地
利
用

と
交
通
、
市
民
生
活
の
向
上

等
も
考
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り

計
画
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

だ
が
、
川
越
の
未
来
を
見
据

え
、
都
市
活
動
や
市
民
活
動

を
支
え
る
た
め
、
交
通
と
ま

ち
づ
く
り
の
一
体
的
取
り
組

み
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

質問
交
通
マ
チ
づ
く
り

め
、「
子
ど
も
の
よ
り
よ
い

成
長
を
考
え
る
研
修
会
」
の

講
演
会
の
後
に
、
話
し
合
い

の
場
を
設
け
る
こ
と
や
、
幼

保
小
連
絡
懇
談
会
の
内
容
を

ま
と
め
た
冊
子
を
増
刷
し
て

配
布
し
、
広
く
周
知
さ
せ
る

こ
と
も
検
討
し
た
い
。
今
後
、

各
園
や
小
学
校
の
要
望
を
踏

ま
え
、
幼
児
教
育
振
興
審
議

会
で
協
議
し
、
幼
児
教
育
振

興
の
充
実
を
図
り
た
い
。

質問
子
育
て
支
援

た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
今
年

一
月
二
十
五
日
付
で
大
東
支

会
か
ら
要
望
書
が
出
さ
れ
、

二
月
一
日
に
は
支
会
長
を
始

め
役
員
の
方
々
と
お
会
い
し

て
広
場
へ
の
思
い
を
伺
っ
た
。

代
替
地
に
は
そ
れ
相
当
の
面

積
が
必
要
で
、
位
置
等
や
財

政
上
の
課
題
も
あ
る
の
で
、

地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂

き
な
が
ら
、
整
備
に
向
け
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質問
川
越
卸
売
市
場
の
諸
問
題 

ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
事
業
実

施
ま
で
の
暫
定
的
な
水
害
対

策
と
し
て
浸
水
が
想
定
さ
れ

る
箇
所
へ
の
土
嚢
等
の
設
置
、

地
元
自
治
会
等
か
ら
の
要
望

に
対
す
る
浚
渫
、
草
刈
等
の

維
持
管
理
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
、
狭
山

市
の
事
業
へ
の
理
解
と
協
力

を
強
く
求
め
早
期
事
業
化
に

向
け
努
力
し
て
い
き
た
い
。

質問
成
年
後
見
制
度
の
課
題

質問
南
部
地
域
都
市
基
盤
整
備

問
仲
町
交
差
点
よ
り
連
雀
町

交
差
点
ま
で
の
通
り
の
交
通

問
題
を
解
消
し
、
電
線
地
中

化
な
ど
の
マ
チ
づ
く
り
の
整

備
を
行
っ
て
頂
き
た
い
が
、

考
え
を
伺
い
た
い
。

答
市
長　

仲
町
交
差
点
か
ら

連
雀
町
交
差
点
間
に
つ
い
て

は
、
札
の
辻
交
差
点
か
ら
本

川
越
駅
に
至
る
町
並
み
の
つ

な
が
り
を
見
据
え
つ
つ
、
中

心
市
街
地
の
骨
格
を
な
す
道

路
と
し
て
整
備
を
進
め
る
必

問
毎
年
一
回
、
幼
稚
園
、
保

育
園
、
小
学
校
連
絡
懇
談
会

が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
保
護

者
や
幼
児
教
育
に
関
わ
る
多

く
の
方
々
に
周
知
さ
れ
た
方

が
有
効
で
は
な
い
か
。

答
学
校
教
育
部
長　

各
地
域

で
自
主
的
に
幼
保
小
の
連
携

に
係
る
取
組
み
を
実
施
す
る

場
合
は
、
各
園
や
小
学
校
か

ら
の
要
望
に
応
じ
て
情
報
提

供
に
努
め
た
い
。
ま
た
、
話

し
合
い
等
の
充
実
を
図
る
た

問
総
合
卸
売
市
場
か
ら
の
大

東
健
康
ふ
れ
あ
い
広
場
の
閉

鎖
は
唐
突
で
あ
り
、
そ
の
報

告
に
住
民
は
憤
慨
し
て
い
る
。

こ
の
広
場
の
代
替
用
地
を
い

か
が
お
考
え
か
伺
う
。

答
市
長　

川
越
総
合
卸
売
市

場
㈱
か
ら
無
償
で
借
り
て
い

た
こ
の
広
場
は
、
同
社
か
ら
、

経
営
健
全
化
を
図
る
為
企
業

誘
致
の
場
所
と
し
た
い
の
で
、

契
約
更
新
が
出
来
な
い
旨
の

要
請
を
受
け
て
閉
鎖
に
至
っ

問
久
保
川
は
狭
山
市
を
起
点

と
す
る
河
川
で
、
近
年
沿
線

開
発
に
伴
い
集
中
豪
雨
等
の

際
、
流
下
能
力
が
弱
い
。
住

宅
地
に
浸
水
被
害
が
予
測
さ

れ
る
た
め
、
早
期
整
備
を
。

答
建
設
部
長　

本
市
と
し
て

も
沿
線
地
域
の
水
害
対
策
の

観
点
か
ら
早
期
整
備
が
必
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

現
在
、
準
用
河
川
の
指
定
、

事
業
認
可
に
向
け
て
狭
山
市

と
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ

市
場
は
市
民
と
対
話
を
大
切
に

自
民
ク	

加　

藤　
　
　

昇

Ｐ
川
越
21	

倉　

嶋　

美
恵
子

啓
政
会	

久　

保　

啓　

一

啓
政
会	

山　

口　

智　

也

中
央
通
り
の
整
備
を
！

子
育
て
支
援

久
保
川
の
早
期
整
備
促
進
を
！

4
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境
の
問
題
が
極
め
て
大
切
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
乳
幼
児

健
診
等
の
機
会
を
捉
え
て
子

供
の
発
育
や
病
気
等
の
変
化

を
注
視
し
、
保
護
者
に
適
切

な
情
報
提
供
を
行
う
と
共
に
、

「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
供

を
持
つ
親
の
会
」
の
支
援
等

を
通
し
て
、
健
康
で
す
こ
や

か
に
成
長
で
き
る
環
境
の
改

善
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質問
子
供
の
健
康
と
環
境

質問
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

い
て
要
望
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
市
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
現
在
、
他
市
の
中
学
校

に
お
け
る
通
級
指
導
教
室
を

視
察
し
、
情
報
収
集
に
努
め

て
い
る
。

　

今
後
、
指
導
教
員
の
育
成

と
い
う
課
題
も
あ
る
の
で
、

通
級
を
希
望
す
る
生
徒
数
や

設
置
可
能
校
に
つ
い
て
調
査

し
、
検
討
を
進
め
た
い
。

質問
小
・
中
学
校
の
諸
課
題

質問
高
齢
者
支
援
の
充
実

か
ら
積
極
的
な
意
見
を
頂
い

て
い
く
中
で
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
本
市
に
お
け
る
都
市

内
分
権
・
地
域
内
分
権
の
機

運
は
、
市
民
に
よ
る
十
分
な

検
討
や
議
論
が
必
要
な
段
階

に
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

今
後
、
市
と
し
て
も
情
報
や

資
料
の
提
供
、
検
討
の
場
の

設
定
等
、
市
民
の
皆
様
と
検

討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

質問
都
市
内
・
地
域
内
分
権

耐
震
化
基
本
計
画
の
策
定
を

予
定
し
て
い
る
が
、
執
務
を

し
な
が
ら
の
工
事
が
望
ま
し

い
こ
と
な
ど
か
ら
、
耐
震
化

手
法
の
選
択
に
当
た
っ
て
は

ク
リ
ア
ー
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
多
く
の
課
題
が
あ
る
。

提
案
い
た
だ
い
た
耐
震
化
手

法
は
耐
震
改
修
を
実
施
す
る

う
え
で
、
課
題
解
決
に
向
け

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質問
名
細
地
域
の
諸
問
題

質問
市
役
所
庁
舎
の
耐
震
対
策

限
会
社
あ
ぐ
り
小
江
戸
に
用

地
を
貸
し
出
し
て
お
り
、
そ

の
管
理
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

い
ず
れ
も
舗
装
さ
れ
て
い
な

い
。

　

今
後
の
駐
車
場
の
舗
装
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
舗

装
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

か
、
地
主
等
と
の
協
議
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

質問
伊
佐
沼
の
観
光
資
源
活
用

質問
学
校
用
務
員
の
共
同
作
業

い
う
思
い
も
あ
る
。
現
在
、

庁
内
の
検
討
委
員
会
に
お
い

て
導
入
機
能
及
び
建
設
場
所

等
の
検
討
を
進
め
て
い
る
が
、

平
成
二
十
三
年
度
中
に
用
地

を
選
定
し
、
早
期
実
現
に
向

け
た
整
備
の
基
本
計
画
を
策

定
す
る
と
と
も
に
、
計
画
に

沿
っ
て
整
備
が
図
れ
る
よ
う

推
進
し
て
い
き
た
い
。

質問
市
の
経
済
活
性
化

質問
公
園

質問
市
の
障
が
い
者
政
策

問
子
供
の
健
康
と
環
境
に
関

す
る
全
国
調
査
（
エ
コ
チ
ル

調
査
）
を
視
点
に
、
川
越
に

お
け
る
子
供
の
健
康
と
環
境

に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
た
い
。

答
石
川
副
市
長　

本
市
で
は

子
供
の
発
育
や
病
気
に
つ
い

て
顕
著
な
変
化
は
見
ら
れ
な

い
が
、
全
国
的
に
は
ぜ
ん
そ

く
や
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
等
の

病
気
が
増
加
し
て
い
る
。

　

子
供
の
す
こ
や
か
な
成
長

に
は
、
子
供
を
取
り
巻
く
環

問
発
達
・
情
緒
障
が
い
等
の

障
が
い
を
持
つ
児
童
生
徒
へ

の
一
貫
し
た
支
援
の
為
に
、

中
学
校
に
も
通
級
指
導
教
室

を
設
置
す
べ
き
と
思
う
が
、

ど
の
様
に
考
え
る
か
。

答
学
校
教
育
部
長　

中
学
校

に
お
け
る
通
級
指
導
教
室
は
、

現
在
、
埼
玉
県
内
に
八
市
・

八
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

本
年
度
に
小
学
校
の
保
護

者
か
ら
、
中
学
校
に
お
け
る

通
級
指
導
教
室
の
設
置
に
つ

問
地
域
主
権
改
革
が
進
め
ら

れ
て
い
る
中
で
、
川
越
市
に

お
け
る
都
市
内
分
権
・
地
域

内
分
権
の
機
運
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
。

答
市
長　

都
市
内
分
権
・
地

域
内
分
権
を
推
進
す
る
に
は
、

多
く
の
方
々
に
「
地
域
の
課

題
を
ど
の
よ
う
に
し
て
解
決

し
て
い
く
か
」
等
を
考
え
て

頂
く
と
い
っ
た
、
本
市
に
ふ

さ
わ
し
い
在
り
方
に
つ
い
て

の
議
論
等
を
、
市
民
の
皆
様

問
新
年
度
に
本
庁
舎
の
耐
震

化
の
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

財
政
状
況
か
ら
も
少
な
い
費

用
、
効
率
・
有
効
的
な
手
法

で
耐
震
化
を
進
め
る
べ
き
だ

が
、
市
の
考
え
は
。

答
総
務
部
長　

議
員
よ
り
、

本
庁
舎
の
現
状
を
踏
ま
え
た

う
え
で
、
様
々
な
専
門
的
な

示
唆
を
い
た
だ
い
た
。
本
庁

舎
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十

七
年
度
末
ま
で
の
耐
震
化
に

向
け
、
平
成
二
十
三
年
度
は

問
農
産
物
直
販
所
、
農
業
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
伊
佐
沼

公
園
の
駐
車
場
が
未
舗
装
で

あ
る
が
、
食
品
衛
生
上
好
ま

し
く
な
い
の
で
舗
装
で
き
な

い
か
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答
産
業
観
光
部
長　

農
業
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン

ド
南
側
駐
車
場
及
び
伊
佐
沼

公
園
北
側
駐
車
場
は
借
地
で

あ
る
。
ま
た
、
農
産
物
直
売

所
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
直

売
所
の
運
営
主
体
で
あ
る
有

問
児
童
福
祉
法
改
正
に
よ
り

障
が
い
児
通
園
施
設
は
、
こ

ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
と

な
る
。
老
朽
化
狭
隘
化
を
抱

え
る
あ
け
ぼ
の
・
ひ
か
り
児

童
園
に
機
能
的
な
新
園
舎
を
。

答
市
長　

あ
け
ぼ
の
・
ひ
か

り
児
童
園
の
施
設
整
備
に
つ

い
て
は
、
私
も
実
際
に
施
設

を
見
て
お
り
、
狭
隘
化
及
び

老
朽
化
し
た
現
状
を
把
握
し

て
い
る
。
ま
た
、
早
期
に
施

設
整
備
を
実
現
さ
せ
た
い
と
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こ
れ
ら
に
関
す
る
対
応
策

に
つ
い
て
は
、
運
営
、
管
理

と
も
民
間
事
業
者
に
任
さ
れ

て
い
る
た
め
、
難
し
い
面
が

あ
る
が
、
市
と
し
て
も
、
運

営
事
業
者
の
「
パ
ー
ク
24
株

式
会
社
北
関
東
支
店
」
と
情

報
交
換
を
重
ね
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
対
応
策
に
つ

い
て
の
検
討
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質問
教
育
に
か
か
わ
る
諸
課
題

質問
市
の
駐
輪
場

す
る
重
要
な
道
路
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
福
田
交
差

点
か
ら
川
越
・
栗
橋
線
交
差

点
ま
で
を
当
分
の
区
間
と
考

え
、
今
年
度
は
測
量
等
の
現

況
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い

て
は
、
地
元
各
自
治
会
や
関

係
地
権
者
の
皆
様
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
頂
く
と
共
に
、

警
察
や
県
と
十
分
に
協
議
し
、

事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

質問
川
越
東
部
地
域
の
諸
課
題

社
会
情
勢
が
変
化
す
る
中
、

生
活
圏
の
中
心
と
な
る
地
域

核
の
充
実
を
図
る
こ
と
は
、

自
立
し
た
生
活
圏
を
形
成
す

る
上
で
重
要
で
あ
る
。
地
域

核
に
絞
り
込
ん
だ
、
よ
り
具

体
的
な
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
は
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
進
捗
を
図
る
上
で

も
重
要
で
あ
る
の
で
、
今
後
、

市
民
参
加
の
仕
組
み
も
含
め

検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

質問
地
域
核
の
形
成

し
い
知
識
を
身
に
付
け
さ
せ
、

様
々
な
情
報
を
正
し
く
判
断

す
る
力
を
高
め
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
各
学
校
が
児
童

生
徒
の
実
態
を
把
握
し
、
生

徒
指
導
や
教
育
相
談
を
通
し

て
、
家
庭
や
地
域
等
の
協
力

を
頂
き
な
が
ら
、
個
々
の
児

童
生
徒
へ
の
対
応
を
一
層
充

実
し
て
い
き
た
い
。

質問
奨
学
金
制
度

質問
認
知
症
支
援

質問
女
性
と
子
ど
も
の
支
援

　

こ
の
新
ホ
ー
ル
が
オ
ー
プ

ン
し
た
際
に
は
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
市
民
会
館
は

閉
館
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
な
お
、
そ
の
跡
地

利
用
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

関
係
課
に
よ
り
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
や
ま
ぶ
き
会
館
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
使
用
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

質問
電
磁
波
の
健
康
へ
の
影
響

質問
市
民
会
館

少
な
い
等
、
安
全
・
衛
生
面

等
か
ら
も
、
今
後
ま
す
ま
す

普
及
し
て
い
く
と
考
え
る
。

消
費
電
力
が
少
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
も

大
幅
に
削
減
で
き
、
地
球
温

暖
化
防
止
の
観
点
か
ら
も
非

常
に
有
効
な
も
の
と
考
え
る

の
で
、
今
後
も
公
共
施
設
等

へ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

質問
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
導
入
の
推
進

質問
道
水
路
整
備
要
望
の
取
組

問
川
越
駅
西
口
で
運
営
が
始

ま
っ
た
有
料
駐
輪
場
は
金
額

も
高
く
定
期
利
用
の
割
引
き

も
無
い
。
利
用
者
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
の
早
期
改
善

に
対
す
る
市
長
の
考
え
は
？

答
市
長　

有
料
駐
輪
場
の
料

金
や
運
営
な
ど
に
対
し
て
市

民
や
利
用
者
の
皆
様
か
ら
多

く
の
意
見
や
要
望
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て

お
り
、
私
と
し
て
も
重
く
受

け
止
め
て
い
る
。

問
東
環
状
線
は
、
国
道
二
五

四
号
福
田
地
内
か
ら
国
道
一

六
号
古
谷
上
地
内
を
連
絡
す

る
広
域
幹
線
道
路
で
あ
る
。

こ
の
重
要
な
道
路
の
早
期
着

工
と
完
成
を
強
く
要
望
す
る
。

答
建
設
部
長　

福
田
交
差
点

か
ら
東
へ
約
二
百
ｍ
区
間
は
、

昨
年
三
月
に
交
差
点
改
良
と

し
て
整
備
が
完
了
し
た
。
当

路
線
は
都
市
活
動
を
支
え
る

広
域
幹
線
道
路
で
、
国
道
二

五
四
号
か
ら
一
六
号
を
連
絡

問
南
古
谷
駅
な
ど
主
要
な
駅

を
含
む
地
域
核
の
形
成
に
あ

た
っ
て
は
、
市
民
が
参
加
で

き
る
協
議
の
場
を
設
け
、
地

域
核
の
構
想
を
ま
と
め
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
都
市
計
画
部
長　

本
市
の

将
来
都
市
構
造
は
、
都
心
核

と
地
域
核
が
そ
れ
ぞ
れ
特
色

を
生
か
し
な
が
ら
市
街
地
を

形
成
し
、
道
路
や
鉄
道
等
に

よ
り
有
機
的
に
結
び
付
け
る

こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。

問
思
春
期
に
お
け
る
性
に
関

す
る
様
々
な
課
題
に
対
し
て
、

学
校
で
は
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

答
学
校
教
育
部
長　

小
中
学

生
の
携
帯
電
話
所
持
率
が
高

ま
り
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
へ

の
ア
ク
セ
ス
の
問
題
や
、
性

に
関
す
る
情
報
が
氾
濫
す
る

中
、
と
も
す
る
と
興
味
本
位

に
陥
り
、
誤
っ
た
認
識
を
持

つ
こ
と
が
心
配
さ
れ
る
。
児

童
生
徒
に
は
性
に
関
し
て
正

問
昭
和
39
年
建
設
の
市
民
会

館
は
明
年
の
市
制
90
周
年
で

使
命
は
終
る
。
新
ホ
ー
ル
完

成
時
期
を
目
指
し
老
朽
化
し

た
市
民
会
館
の
将
来
像
を
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長　

現

在
、
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い

る
西
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い

拠
点
施
設
の
新
ホ
ー
ル
は
、

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
の
代
替

施
設
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。

問
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
は
従
来
器
具

と
比
較
し
、
電
気
料
金
の
削

減
、
耐
用
年
数
も
長
く
、
Ｃ

Ｏ
２

の
排
出
量
削
減
効
果
も

あ
る
と
聞
く
が
市
の
取
組
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

答
環
境
部
長　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

は
、
消
費
電
力
が
非
常
に
少

な
く
、
耐
用
年
数
も
非
常
に

長
く
交
換
等
の
コ
ス
ト
も
低

減
で
き
る
。
さ
ら
に
破
損
時

の
飛
散
の
軽
減
、
有
害
物
質

を
含
ま
ず
紫
外
線
の
発
生
も
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の
報
酬
額
と
支
給
方
法
を
総

合
的
に
考
察
す
る
と
、
こ
れ

ま
で
は
適
正
と
判
断
し
て
き

た
た
め
見
直
し
が
行
わ
れ
な

か
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
な
お
、
各
委
員
会
の
活

動
や
委
員
の
勤
務
態
様
等
に

よ
っ
て
は
、
報
酬
額
や
支
給

方
法
を
検
討
す
る
余
地
が
あ

る
も
の
も
あ
る
の
で
、
そ
れ

に
つ
い
て
は
出
来
る
だ
け
速

や
か
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質問
非
常
勤
行
政
委
員
の
報
酬

も
あ
る
。
私
の
考
え
と
し
て

は
、
な
ん
ら
か
の
形
で
き
ち

ん
と
責
任
を
と
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
が
、
具
体
的
に
行

動
に
移
す
の
は
必
ず
し
も
私

が
や
ら
な
く
て
も
、
他
の
方

で
も
出
来
る
と
考
え
て
い
る

の
で
、
そ
の
あ
た
り
の
兼
ね

合
い
も
あ
り
、
告
発
す
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
未
定

と
い
う
状
況
で
あ
る
。

質問
卸
売
市
場
㈱
の
不
正
経
理

に
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
機
能

の
誘
致
と
い
う
課
題
も
あ
る
。

従
っ
て
、
現
状
で
は
本
市
へ

の
誘
致
は
厳
し
い
が
、
近
隣

自
治
体
と
の
連
携
に
よ
る
誘

致
も
含
め
、
様
々
な
可
能
性

を
調
査
し
、
職
を
求
め
る
市

民
が
一
人
で
も
多
く
、
一
日

で
も
早
く
就
職
で
き
る
よ
う

な
事
業
の
展
開
に
努
め
た
い
。

質問
若
者
就
労
支
援
施
設
誘
致

質問
川
越
駅
西
口
周
辺
整
備

質問
池
辺
公
園
（
パ
ー
ト
４
） 

れ
を
河
岸
場
の
船
問
屋
ら
し

く
復
元
し
て
活
用
す
る
場
合
、

適
切
な
広
さ
の
土
地
が
必
要

で
、
更
に
、
駐
車
場
や
ト
イ

レ
も
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
点
も
考
慮
し
な
が
ら
、

新
河
岸
川
周
辺
も
含
め
た
適

切
な
場
所
を
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
ご
提
案
の
一
つ
で
あ

る
舟
の
往
来
も
、
地
元
活
性

化
の
た
め
参
考
と
し
た
い
。

質問
南
古
谷
の
ま
ち
づ
く
り

質問
文
化
財
の
活
用

整
備
事
務
所
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
「
福
原
歩
道
橋
に
つ

い
て
は
、
老
朽
化
が
進
ん
で

お
り
、
埼
玉
県
と
し
て
も
架

け
替
え
を
行
う
必
要
が
あ
る

横
断
歩
道
橋
と
位
置
付
け
、

平
成
二
十
二
年
八
月
に
架
け

替
え
工
事
を
既
に
発
注
し
て

お
り
、
平
成
二
十
三
年
秋
ご

ろ
に
、
完
成
予
定
。
」
と
の

回
答
を
頂
い
て
い
る
。

質問
横
断
歩
道
橋
の
維
持
管
理

質問
通
学
路
の
安
全

ス
テ
ム
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
推
進
に

当
た
っ
て
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、

地
域
の
民
生
委
員
等
と
連
携

を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

　

な
お
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
再
来
年
を
目
途

に
担
当
圏
域
を
見
直
し
、
増

設
す
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

質問
住
み
続
け
ら
れ
る
街
へ

質問
名
細
・
笠
幡
の
生
活
環
境

問
非
常
勤
行
政
委
員
の
報
酬

は
地
方
自
治
法
で
は
日
額
支

給
が
基
本
で
あ
り
、
現
在
の

勤
務
状
況
等
を
見
て
も
、
市

の
月
額
支
給
等
は
一
考
を
要

す
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
市
長　

支
給
区
分
の
決
定

に
は
、
各
委
員
の
職
務
内
容

及
び
勤
務
態
様
等
の
実
情
を

考
慮
し
、
特
別
な
事
情
の
有

無
等
を
総
合
的
に
判
断
す
る

必
要
が
あ
る
。
本
市
の
各
行

政
委
員
会
の
非
常
勤
の
委
員

問
市
が
百
億
円
も
出
資
し
た

法
人
で
起
き
た
不
正
経
理
で

あ
り
組
織
的
隠
ぺ
い
や
市
へ

の
虚
偽
報
告
を
続
け
た
悪
質

性
か
ら
も
、
社
長
を
務
め
た

前
市
長
に
法
的
責
任
を
問
え
。

答
市
長　

今
回
の
市
場
の
問

題
で
、
川
越
市
に
対
す
る
信

頼
を
損
な
っ
た
こ
と
は
事
実

で
あ
る
。
公
務
員
に
は
犯
罪

事
実
を
知
っ
た
場
合
に
は
、

告
発
を
す
る
義
務
が
あ
る
と

い
う
刑
事
訴
訟
法
上
の
規
定

問
雇
用
情
勢
の
悪
化
に
伴
い

若
年
者
の
就
労
支
援
の
為
、

近
隣
の
自
治
体
や
大
学
と
連

携
し
て
川
越
に
ヤ
ン
グ
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
誘
致
し
て

は
ど
う
か
。

答
市
長　

ヤ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
埼
玉
は
大
き
な
実

績
を
上
げ
、
多
く
の
若
者
に

利
用
さ
れ
て
お
り
、
誘
致
し

た
場
合
に
は
多
く
の
メ
リ
ッ

ト
が
期
待
で
き
る
。
し
か
し
、

施
設
を
有
効
に
機
能
さ
せ
る

問
新
し
い
観
光
資
源
の
一
つ

と
し
て
、
旧
橋
本
家
住
宅
を

復
元
し
て
は
ど
う
か
。
復
元

に
適
切
な
場
所
が
見
つ
か
ら

な
け
れ
ば
、
下
新
河
岸
の
河

岸
跡
を
提
案
し
た
い
。

答
教
育
総
務
部
長　

新
河
岸

川
の
舟
運
と
強
い
つ
な
が
り

の
あ
る
建
物
な
の
で
、
新
河

岸
川
近
く
へ
の
復
元
が
最
も

相
応
し
い
。
古
市
場
に
あ
っ

た
当
時
の
延
床
面
積
は
三
百

八
十
九･

一
八
㎡
あ
り
、
こ

問
川
越
所
沢
線
に
架
か
る
福

原
歩
道
橋
は
、
腐
食
や
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
。
児
童
・

生
徒
の
通
学
路
と
し
て
適
性

を
欠
い
て
い
る
。
一
日
も
早

い
架
け
替
え
を
望
む
。

答
建
設
部
長　

福
原
歩
道
橋

は
、
福
原
小
学
校
の
東
側
に

位
置
し
、
県
道
川
越
所
沢
線

に
架
か
る
横
断
歩
道
橋
で
あ

る
。

　

こ
の
横
断
歩
道
橋
を
管
理

し
て
い
る
埼
玉
県
川
越
県
土

問
高
齢
者
の
実
態
を
把
握
し
、

介
護
な
ど
様
々
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
つ
な
げ
る
体
制
を
充

実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

答
福
祉
部
長　

来
年
度
に
予

定
さ
れ
て
い
る
介
護
保
険
制

度
の
見
直
し
で
は
、
高
齢
者

が
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が

営
め
る
よ
う
、
医
療
、
介
護
、

予
防
、
住
ま
い
、
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
が
切
れ
目
な
く
提

供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

無
所
属	

川　

口　

啓　

介

民
主
党	

片　

野　

広　

隆

日
本
共
産
党	

川　

口　

知　

子

自
民
ク	

吉　

敷　
　
　

賢

民
主
党	

山　

木　

綾　

子

日
本
共
産
党	

柿　

田　

有　

一

月
額
支
給
に
妥
当
性
は
あ
る
か

悪
質
な
不
正
経
理
を
許
す
な
！

若
者
の
就
職
支
援
強
化
を

旧
橋
本
家
住
宅
の
復
元
実
現
を

福
原
歩
道
橋
の
架
け
替
え

高
齢
者
支
援
の
体
制
強
化
を

19

21

23

18

20

22



川
越
市
議
会
と
し
て
、
四
十
万
円
を

平
成
二
十
三
年
三
月
十
八
日
に
日

本
赤
十
字
社　

埼
玉
県
支
部
へ
持

参
し
ま
し
た
。

（7） 平成23年４月25日発行議 会 だ よ り

市議会では、平成22年第1回定例会（3月定例会）より、本会議の

模様をケーブルテレビで録画放送をしています。

放送する内容は、開会日・議案質疑日・最終日の審議模様です。

次回予定  ：  次回の定例会の日程が決まり次第、川越市議会ホームページ等
で

お知らせします。

放送時間  ：正午から。

放送ＣＨ  ：  JCN関東　地上デジタル113ch   ）7606-422 話電（。いさ下せ合問おでま課事議 局務事会議はくし詳

市議会では、平成22年第1回定例会（3月定例会）より、本会議の

模様をケーブルーブルーブ テレビで録画放送をしています。す。す

放送する内容は、開会日・議案質疑日・最終日の審議模様です。す。す

次回予定 ：次回の定例会の日程が決まり次第、川越市議会ホームページ等
で

お知らせします。

放送時間  ：正午から。

放送ＣＨ ： JCN関東　地上デジタル113ch   ）7606-422話電（。いさ下せ合問おでま課事議局務事会議はくし詳

　

「
議
会
」
と
は
、
「
議
論

す
る
場
」
で
あ
る
と
解
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
反
問
権

が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
政
策
決
定
の
た
め
に
双

方
の
議
論
を
深
め
る
と
い
う

意
味
で
は
、
意
義
深
い
も
の

で
あ
り
、
ま
た
、
市
政
伸
展

の
た
め
に
有
効
、
有
益
に
働

く
も
の
だ
と
考
え
る
。

質問
伊
佐
沼
の
水
質
浄
化（
六
）

質問
歴
史
・
文
化
生
か
し
た
街

質問
議
会
と
執
行
部
の
関
係

市
民
要
望
の
多
い
施
設
と
し

て
、
公
園
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、

福
祉
施
設
な
ど
様
々
あ
る
。

今
後
、
市
民
や
地
元
の
意
見
・

要
望
を
伺
い
な
が
ら
、
立
地

条
件
や
整
備
効
果
等
も
十
分

に
検
討
し
、
皆
様
に
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
施
設
を
整
備
し
、

貴
重
な
土
地
の
有
効
活
用
に

努
め
て
い
き
た
い
。

質問
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
影
響

質問
本
川
越
駅
西
口
の
開
設

質問
県
保
健
所
跡
地

問
議
員
の
質
問
に
対
し
、
市

長
や
部
長
が
論
点
・
争
点
を

明
確
に
す
る
た
め
の
﹁
反
問

権
﹂
に
つ
い
て
、
市
長
は
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
市
長　

反
問
権
に
関
し
て

は
、
現
在
、
い
く
つ
か
の
自

治
体
に
お
い
て
は
、
自
治
基

本
条
例
及
び
議
会
基
本
条
例

等
に
お
い
て
、
そ
の
一
文
を

条
例
に
盛
り
込
ん
で
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

問
跡
地
利
用
は
地
元
住
民
と

よ
く
相
談
し
て
施
設
整
備
を

す
べ
き
と
考
え
る
が
市
の
見

解
を
問
う
。

答
大
野
副
市
長
※　

県
川
越

保
健
所
跡
地
は
、
長
年
に
わ

た
り
公
共
的
に
利
用
さ
れ
て

き
て
お
り
、
ま
た
、
地
元
は

ラ
ジ
オ
体
操
等
で
利
用
し
、

な
じ
み
の
深
い
土
地
で
も
あ

る
。
今
後
、
市
で
取
得
し
市

民
が
利
用
で
き
る
施
設
を
整

備
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

日
本
共
産
党	

佐　

藤　

恵　

士

日
本
共
産
党	

本　

山　

修　

一

反
問
権
で
活
発
な
論
議
を

県
川
越
保
健
所
跡
地
の
利
用
は

25 24

議員は有権者に寄附を
贈らない！

求めない！

受け取らない！

有権者は議員に寄附を

議員から有権者への寄附
は

市議会からのお願い
　公職選挙法により、議員の寄附行為は

禁止されています。市民の皆様方のご理

解、ご協力をよろしくお願いします。

議員は有権者に寄附を

有権者は議員に寄附を

議員から有権者への寄附
は

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
被
災
者
に
対
す
る
義
援
金

委
員
の
構
成

選
　
　
挙 

許　
　

可

選　
　

挙

選　
　

任

▶ 議会運営委員会委員の辞任

本山修一委員より辞任願いが提出され、
これを許可しました。

▶ 埼玉県後期高齢者医療広域
　	連合議会議員の選挙

広域連合議会議員に２人の欠員が生じたの
で、県内市議会議員２人（吉川市・八潮市）
から立候補の届出があり、本市議会でも選
挙を実施しました。

▶ 議会運営委員会委員の選任

委員に欠員が生じたため、日本共産党議
員団より、柿田有一議員が選任されまし
た。

NO

NO

NO

放送時間と放映CHは4月1日より変わります。

お
し

ら
せ



平成23年４月25日発行 （8）議 会 だ よ り

条
例
等
の
改
正

（
議
会
改
革
の
一
環
）

原
案

可
決

常任委員会って？
本会議で付託された議案や請願等を
専門的・効率的に審査します。その
審査と結果を、本会議で各常任委員
長が報告をします。

議員協議会
（市議会議員協議会）って？

市議会議員の改選後の最初の議会の運
営等に関し、協議又は調整を行います。

図書室委員会って？
議会図書室の整備・管理を行います。

広報紙編集委員会って？
「かわごえ 議会だより」の編集・作成
を行います。

原
案

可
決

　

二
月
二
十
二
日
に
議
場
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

市
内
で
活
動
し
て
い
る
八
千

代
会
コ
ー
ラ
ス
部
に
よ
り

「
小
江
戸
川
越
」「
琵
琶
湖
周

航
の
歌
」
他
二
曲
が
演
奏
さ

れ
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

未
曾
有
の
大
災
害
、
東
北

関
東
大
地
震
に
被
災
さ
れ
た

方
や
ご
家
族
の
皆
様
に
は
心

か
ら
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

被
災
地
の
惨
状
は
目
に
余
り

ま
す
。
今
後
の
復
興
に
は
ど

の
位
の
時
間
と
費
用
が
必
要

な
の
で
し
ょ
う
か
。
月
並
な

言
葉
で
す
が
、
自
然
の
脅
威

に
対
し
て
人
間
は
い
か
に
無

力
な
の
か
思
い
知
ら
さ
れ
ま

す
。
然
し
な
が
ら
人
間
は
知

恵
と
忍
耐
力
を
持
っ
て
い
ま

す
。
必
ず
立
ち
直
れ
ま
す
。
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平成23年川越市議会第1回 定例会
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開会日 
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質疑③
一般質問①
一般質問②
一般質問③
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今回の傍聴者は
How many?

　 のべ14
2名の方が

　　　傍聴
されました

。

傍聴をお待
ちしていま

す！

議員提出議案
▶ 川越市議会委員会条例の一部を
　	改正する条例

内容
　常任委員会の名称、委員の定数及び
所管を変更します。
　議長による委員の選任・辞任並びに
所属変更の権限を付与します。

議員提出議案
▶ 議会の議員の議員報酬等に関す
　	る条例の一部を改正する条例

内容
　議員協議会、図書室委員会、広
報紙編集委員会等が「協議の場」
となることから、費用弁償を支給
します。

議員提出議案
▶ 川越市議会会議規則の一部を
　	改正する規則

内容
　委員会に議案提出権を認めます。
　議員協議会、図書室委員会、広報
紙編集委員会等を、地方自治法に基
づく「協議の場」（公の会議）とします。

  総務財政常任委員会
    （旧：総務常任委員会） 委員定数：9人

 保健福祉常任委員会
   （旧：厚生常任委員会） 委員定数：9人

 産業建設常任委員会
   （旧：建設常任委員会） 委員定数：9人

 文化教育常任委員会
  （旧：文教常任委員会） 委員定数：9人

政策財政部、総務部、秘書室、
広報室及び会計室並びに選挙
管理委員会、公平委員会、
監査委員及び固定資産評価審
査委員会の所掌に関する事項

福祉部、保健医療部
及び環境部の所掌に
関する事項 産業観光部、都市計画

部及び建設部並びに上
下水道局及び農業委員
会の所掌に関する事項

市民部、文化スポー
ツ部及び教育委員会
の所掌に関する事項
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